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〈資料〉論文の章構成 
序  章 本研究の目的と方法 
第 1 節 問題の所在 
第 2 節 研究目的と方法 
第 3 節 論文の構成 
第 1 章 経済的思考の構造 
第 1 節 思考 
第 2 節 素朴理論の性質 
第 3 節 経済に関する素朴理論 
第 4 節 経済的な見方や考え方 
第 2 章 素朴理論と科学的理論の関係性 
第 1 節 素朴理論の科学性と非科学性に関する理論的検証 
第 2 節 経済的思考における科学的理論と日常経験の関係性 
第 3 節 素朴理論と科学的理論の関係 
第 4 節 概念変化の導入及び改善 
第 3 章 非科学転換型の概念変化による経済的思考の育成 
第 1 節 価格に対する児童の素朴理論 
第 2 節 「米の値段」単元の開発 
第 3 節 実験授業の効果 
第 4 章 科学伸長型の概念変化による経済的思考の育成 
第 1 節 価格に対する児童の素朴理論 
第 2 節 「魚の値段」単元の開発 
第 3 節 実験授業の効果 
第 5 章 社会科における心理志向の教育論の意義と可能性 
第 1 節 教科教育における従来の思考研究 
第 2 節 本研究による素朴理論の科学性の再定義 
第 3 節 素朴理論と科学的な認識の形成を目指す社会科教育のあり方 
第 4 節 心理志向の社会科教育実践の可能性 
終 章 本研究のまとめと今後の課題 
第 1 節 本研究のまとめ 
第 2 節 今後の課題 
